
第６２回病診連携委員会要録 
 

日 時  平成２７年３月２３日（月） 午後７時４５分 

場 所  浪 速 区医 師 会  会議室    

出 席 者  浪 速 区 医 師 会 ： ６名    

  南 医 師 会 ： １名    

  愛 染 橋 病 院 ： ２名    

  育 和 会記 念 病院 ： ２名    

  NTT西日本大阪病院 ： １名    

  大 阪 警 察 病 院 ： １名    

  大 野 記 念 病 院 ： ２名    

  四 天 王 寺 病 院 ： １名    

  千 本 病 院 ： １名    

  大 和 中 央 病 院 ： １名    

  多 根 総 合 病 院 ： １名    

  富 永 病 院 ： ２名    

  な に わ生 野 病院 ： ２名    

  日 生 病 院 ： １名    

  大 正 区 医 師 会 ： ４名    

  大 阪 赤 十 字 病 院 ： １名    

  地域包括支援センター： １名    

  居宅介護支援事業者連絡会： １名    

  浪速区医師会事務局： １名    

今回は大正区医師会、大阪赤十字病院に参加していただいた。 

 

議 題      

１．第 61病診連携委員会報告について（資料１） 

前回委員会での議事内容の報告と確認を行った。 

 

２．ブルーカード事例検討等報告について（千本病院） 

今のところブルーカードを用いるケースはないが、登録が１件あったとのこと。

参加当初は西成区の参加病院が少ないとのことより参加した経緯があり、山本第三

病院も含め西成区の患者さんに関しては出来るだけ登録してもらいたいとのこと。 

 

３．病診連携委員会のアンケート結果について（別紙参照） 

 

４．大正区医師会の地域連携の取り組みについて 

トータル医療病院情報ソフト http://www.taisyo.osaka.med.or.jp/ksystem の

紹介。以前から大正区医師会がされていた病診連携のツールであり、登録病院が当

直医、病床の空き状況や、研修会などの情報を共有できるものであり、リアルタイ

ムで情報が更新されている。ID、パスワードを登録すれば容易に利用することが出

来るとのこと。また、それぞれの病院の HPにもリンクされており、資料の閲覧、ダ

ウンロードも可能となっている。これはインターネット環境下での PC、タブレット、

スマートフォンにも対応が可能となっている。病床の空き状況に関しては施設によ

って１週間まとめて登録することもあるので、各医療機関に問い合わせる必要はあ

る。 

 

http://www.taisyo.osaka.med.or.jp/ksystem


５．大阪赤十字病院の地域連携の取り組みについて 

  大阪赤十字病院は概要として地域医療支援病院、地域がん診療拠点病院、救命救

急センターを有している。地域医療支援病院については平成 26度で紹介率 72.6％、

逆紹介率で 78.7％と昨年度の 67.2％、57.8％を大きく上回っている状況であるとの

こと。 

逆紹介率には力を注いでおられ、かかりつけ医紹介窓口を設置しており積極的に

逆紹介を行っているとのこと。またがん拠点病院としてはがんパスを使用（乳がん、

肺がん、前立腺がん）、独自の取り組みとして循環器科より心筋梗塞・PCIパス、そ

の他、関節リウマチのパスなどが実行されている。新しい取り組みとして、昨年 9

月より地域医療センターの受付時間の延長をしており、平日は 20時まで、土曜日は

8：30から 13：00まで受け付けのみの開設を行っており好評を受けているとのこと。

今後の取り組みとして緊急時の対応に医師同士が直接対応できることが可能になら

ないか模索中とのこと。当直体制は毎日全科対応しており、断らない姿勢をとるよ

うに心掛けているとのこと。しかしながら救急搬送も１日 30台は来院しており、重

なる際には対応が困難になることもあり得るが、その際にはご了承していただきた

いとのこと。ブルーカードに関しては今後も院内での検討を続けていきたいとのこ

とでした。 

 

６．ブルーカードの動向 

登録件数合計 601件 

浪速区内の医師より 511件、他地区の医師から 90件 

使用状況 

のべ件数 浪速区 839件、他地区 52件 

３月１日からのカード動向 41件（新規 20件、更新 11件、他） 

 

 

７．その他 

  なし。 

 

 

次回会議予定  平成２７年４月２７日（月）午後７時４５分～ 

 


